
 

 

認
知
症
に
つ
い
て
一
段
と
理
解
度
が
深
ま
る

 

 
 令

和
８
年
１
月 

日
（
日
）
明
治
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階
第
１
談

話
室
で
、
今
年
も
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
行
い
、 

 
 

人
が
参
加
し
、
社
協
従
事
者
９
人
を
加
え
た 

人
が
受
講

し
ま
し
た
。 

自
分
が
で
き
る
範
囲
で
認
知
症
の
人
を
応
援
す
る
の
が
サ

ポ
ー
タ
ー
で
、
何
か
特
別
な
こ
と
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
認
知
症
の
本
人
や
家
族
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
支
え

る
の
が
役
割
で
す
。
今
回
で
５
回
目
と
な
る
養
成
講
座
、
講
師

は
社
協
の
一
員
で
も
あ
る
、
グ
ラ
ッ
セ
ン
居
宅
介
護
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
永
田
雅
人
氏
。 

 

講
座
で
は
、
今
回
も
認
知
症
の
正
し
い
知
識
と
決
し
て
他

人
事
で
は
な
い
実
態
な
ど
を
学
び
、
近
年
社
協
が
行
っ
た
認

知
症
の
講
演
と
合
わ
せ
、
明
治
地
区
で
の
理
解
度
が
一
段
と

深
ま
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。  

 

明治地区社協だより （２） 
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講座の最後はグループワーク 

      5 回目の認知症サポーター養成講座 

KOUZA 
 

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
「
春
の
お
楽
し
み
会
」 

 

春
と
は
名
ば
か
り
の
寒
い
朝
が
続
い

て
い
た
３
月
６
日
（
金
）、
明
治
市
民
セ

ン
タ
ー
４
階
ホ
ー
ル
で
、 

歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
を
招
い
て
の
お
楽

し
み
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
午
前
、
午

後
２
回
の
参
加
者
合
計
は 

人
で
盛
会

で
し
た
。 

午
前
に
出
演
の
女
声
コ
ー
ラ
ス
「
湘

南
コ
ー
ル
や
し
の
実
」
午
後
出
演
の
カ

ン
ト
リ
ー
ダ
ン
ス
「
レ
デ
ィ
ー
バ
ー
ト
」

の
癒
さ
れ
る
歌
や
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
も
楽

し
め
る
ダ
ン
ス
の
あ
と
に
は
、
初
登
場

の
「
Ｎ
Ｓ
Ｋ
ス
ゥ
イ
ン
グ
・
ハ
ー
ド
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」。 

人
の
ビ
ッ
グ
バ
ン

ド
で
迫
力
あ
る 

曲
と
ア
ン
コ
ー
ル
曲

を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
回
も
、
明
治
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
に
よ
る
詐
欺
防
止
の
レ
ク
チ

ャ
ー
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。  

福
祉
推
進
会
議
・
講
演
会 

「笑
っ
て
撃
退
！
悪
質
商
法
＆
詐
欺
」  

 

２
月 
日(
金)

、
明
治
市
民
セ
ン
タ
ー
４
階
ホ
ー
ル

で
行
っ
た
今
回
の
講
演
会
は
、
啓
発
落
語
家
・
夢
見
亭

わ
っ
ぱ
さ
ん
を
講
師
に
、
笑
い
な
が
ら
も
悪
質
商
法
や 

詐
欺
の
手
口
を
勉
強
す
る
も
の
で
し
た
。 

 

途
中
休
憩
を
は
さ
ん
で
た
っ
ぷ
り
と
１
時
間
半
。 

後
半
で
は
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
で
昔
の
唱
歌
を
参
加

者
が
楽
し
く
歌
う
と
い
う
時
間
も
あ
り
、
今
ま
で
に
な

い
講
演
会
と
好
評
で
し
た
。
参
加
者
は
従
事
者
を
含
め 

 

人
で
し
た
。 
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認知症キャラバンロバ隊長 

湘南コールやしの実 
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